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大を公有の未利用地が襲-ておD,叉,

Tr 中山盆地地形区では,盆地内に丘陵地や段丘面が点在

するので水田率は低 く, 叉. タバコ栽培が盛んで,蕃義

と共存しにくいこともをb,桑園奉 も低いF型を示しで

いるo

Ⅳ 山地性丘陵地地形区では,凹地が水田として僅かに利

用され, 斜面は畑や桑園として利用されているので,水

田率 ･桑園率がほぼ同率を占めるG型とたっている.

V 火山山鶴やR7山地地形区に奉る開拓袖は,戦後まで広

水利 も悪いので主畜嘉業を行舎う鹿家が多く.牧葦畑,

飼料用作物畑をどが大 き夜割合を占める育め,水田率 ｡桑園率 ともに低いH塑を示 している｡

以上のように,地形区と土地利用型が非常に よく一致することが判明した｡ これ らを決定する国

子 としてhi, 地形の傾斜の大/｣＼ 広い平坦面の石亀 水利の良観 1戸当摘 r-地面積の大小,経営

主体が耕種であるか峯畜 (養蚕 も含む )であるかをどが考えられる｡

深雪地藤山市の地挫学的考察

内 田 美枝子

本論文鴫 長野県飯山市をフィール ドとし1,本市での積雪の分布 土地利用と昆先生鴎 ^ロ

減少の実態を中心に調査 L. その間に見られる関連性を考察することを目的 とした｡論文構成は次
の通bである｡

序 第一葦 叡山市概観 第二章 自然条件 人口減少の実態 第匹l葦 盛業 第五葦

積雪 一 度菜生産性 一 人口減少の関連について

一変約 おわDに

馨約

1 長野県飯山祐也 新潟の豪雪地荷に続く豪雪地であD,多い所では3mを越す積雪があ9,

両廃 りの中野市 とも1m以上の遠いがをるO市域内でも積雪の量が遠い,北部の岡山 太田夜

どに行 く程多く在り,根雪期間 も長く,東西では西の関田山脈に近づ く程多 く在っている｡ 気

温は逆に盆地底程寒冷に夜っていて,All-,部の峡谷に入るとかえって寒気はゆるく怠るe
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2･本市は,長野県 17市の中でも,人口減少率が トップ(S40- 45で-7.6% )て 同じ

様な歴史をもつ中野市が増加の傾向にあるのに比較して対照的である｡市城内では盆地底の飯

山,木島夜どが^ロ密度 も高く減少も′｣＼さいが,岡LLi 宮島 外観 太田をどでは減少率が大

きいO昭和 25年までは徐叫 こ増大していた本市の人口鴫 25年を契機にして急激 夜滅少に

変わb現在 も続いてかD,年令別では幼年人口の激減と老年人口の増大 産業別では第一次産

莱 (主に農業 )の減少と売って現われている.富倉や岡LLi 太田では自然減少 も起 こっているO

3･本市では就業人口の大半が農業に従事しており,農家率 も63.3%と非常に高い.兼業化が

進み, その中でも兼業を主とする農家に変わり,それ とともに出かせぎなどの割合が他市 よb

ずっと多(をっている0

4･農業の中心は水稲であれ 県と比較しても水田率は非常に高 く,裏日本の積雪鼻作地帯の南

限と怒っているo二毛作は全然行表われでおら雪 また果樹の多い北信に属しをがらも果樹の

割合が非常に低く怒っている｡市域内ではi増βに行 く#,水田率が高(果樹の割合は低 く在っ

ている｡

5･本市の農業は鹿家の努力のために,水稲の反別収量はいいが,積雪夜どの影響を受けて作物

の回転が少 (,土地生産性 労働生産性ともに低くを-'ており,農家一戸当Dの所得 も低ho

特に中野市と比較して所得の差が大きいのは果樹の割合が大きく違うことと結びつ くものと思

われる｡

6･ 結局,農業面から見ると,積雪が多くて水稲のみに触らざるを得たい地域ほど人口減少率 も

高くなっていると言えるOそのことは同時に果樹や桑をどの換金作物が積雪が多く在るほ ど少

く食っていることからも考えられる｡最深積雪量,^ロ減少率,水田率,果樹園率.桑園率を

どを地区別に大きい(′｣＼さい )版に並べた結果 比蕨的似たようを配列を示すことがわかったO

その配列は以下に示した通 DであるO

最深積雪量(大-′｣､)

-1'-1【一十 tr:l･'fl.';太田 i 外様 首 瑞穂 i

人口減少率 (大-小 )

岡 L叫 柳原 (富倉を含む)
(36.0)書 (33.9)

I
柳原 t常盤 青 木島 飯山!秋津



水田率 (大-′J＼)

瑚 亨71鴨 ｡略 郡 62号il I

果樹園率 (′J､一大 )

桑園率 (′｣､一大 )

柳威外様(2･4)巨3･6)

i
1.1開 1.1m 1.4㌧席 .質

7. 本市の農業の将来像 としては,米の減反政策 も進められてもいる択 水稲単作のみに頼,,て

いては見通 しは明る(濠hoえのき茸をどの歯茸鵜や,雪を利用する花の栽培たどに力を入れ.

冬期間の労働力の流出を防 ぐとともに 新しV,型の農業へ脱皮 を図ることが今後の課題であろ

うo

茅 ケ丘南麓におけ る地理学的考察

大 和 恵 子

調査地は山梨県の北西甑 釜無用以東の火山裾野 及び沖積地であるO行政的 には韮崎市の束範

頼坂町,藤井町に相当する0

第 Ⅰ葦では気候 ･地形 ･地質 ･土壌 ･水系 ら,本地域の背景 としての自然毅境に目を向け,第刀

葦で鴫 そ こに立脚する農業%,農家人口･農家戸数 ･就業形態 ･労働力らの観点から分析 し.又

土地利用の変遷をたどったoそれ らから, 地形面と土地利馬 土地利用上の特色を考えたo他に,

主要作物の栽培状況 も概観 した｡

第nl葦では農林業センサスの統計 を用V', 兼業形態及び土地利用形態から集落の類型化を試戟

各集落類型の分布及び類型間の相違を示した｡

以上を要約すると次のとおDで奉る｡
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